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(57)【要約】
【課題】　本発明は，生体内の化学物質の分布を測定で
きる分子分布計測装置を提供することを目的とする。
【解決手段】　上記課題は，近赤外線を発生させるため
の近赤外光源１と，近赤外光源１から出射される近赤外
線が照射される対象組織２の位置を制御する照射制御部
３と，近赤外光源１から照射され，対象組織２から反射
した光，又は対象組織２を透過した光を受光する受光部
４と，照射制御部３から対象組織２の位置に関する情報
を受け取るとともに，受光部４から受光した光に関する
情報を受けとり，対象部位２における化学物質の分布を
把握するための分析部５とを有する，分子分布計測装置
により解決される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　近赤外線を発生させるための近赤外光源（１）と，
　前記近赤外光源（１）から出射される近赤外線が照射される対象組織（２）の位置を制
御する照射制御部（３）と，
　前記近赤外光源（１）から照射され，前記対象組織（２）から反射した光，又は前記対
象組織（２）を透過した光を受光する受光部（４）と，
　前記照射制御部（３）から前記対象組織（２）の位置に関する情報を受け取るとともに
，
　前記受光部（４）から受光した光に関する情報を受けとり，前記対象部位（２）におけ
る化学物質の分布を把握するための分析部（５）と，を有する，
　分子分布計測装置。
【請求項２】
　前記近赤外線は，７７０ｎｍ，８０８ｎｍ及び８５４ｎｍのいずれかの光である，請求
項１に記載の分子分布計測装置。
【請求項３】
　前記対象組織（２）は，眼底における生体組織である，請求項１に記載の分子分布計測
装置。
【請求項４】
　前記化学物質は，金属元素である，請求項１に記載の分子分布計測装置。
【請求項５】
　前記化学物質は，鉄である，請求項１に記載の分子分布計測装置。
【請求項６】
　請求項１から５のいずれかに記載の分子分布計測装置と，
　眼底鏡，細隙灯顕微鏡，眼底カメラ，眼底造影機械，光干渉断層計，共焦点レーザ走査
型検眼鏡，心臓カテーテル検査，血管造影検査，ＰＥＴスキャン，ＭＲＩ，ｆ－ＭＲＩ，
ＣＴ，及びＸ線検査のいずれか１つ以上と，
　を含む，医療システム。
　
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は，生体内の化学物質の分布を測定できる分子分布計測装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　身体にとって一定量以上の金属元素が蓄積する事は，好ましくない化学反応を促進しさ
まざまな病態を引き起こし得る。
【０００３】
　たとえば，特開２００８－８９３２１号公報には，バイオセンサ検出装置が開示されて
いる。この装置によれば，所定の標的物質と化学反応を起こした生体組織を測定すること
ができる。しかしながら生体内における金属元素を安全に検出する方法は確立されていな
い。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００８－８９３２１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は，生体内の化学物質の分布を測定できる分子分布計測装置を提供することを目
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的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の第１の側面は，分子分布計測装置に関する。この分子分布計測装置は，近赤外
線を発生させるための近赤外光源１と，近赤外光源１から出射される近赤外線が照射され
る対象組織２の位置を制御する照射制御部３と，近赤外光源１から照射され，対象組織２
から反射した光，又は対象組織２を透過した光を受光する受光部４と，照射制御部３から
対象組織２の位置に関する情報を受け取るとともに，受光部４から受光した光に関する情
報を受けとり，対象部位２における化学物質の分布を把握するための分析部５とを有する
。
【０００７】
　この分子分布計測装置の好ましい態様は，近赤外線が，７７０ｎｍ，８０８ｎｍ及び８
５４ｎｍのいずれかの光である。
【０００８】
　この分子分布計測装置の好ましい態様は，対象組織２が，眼底における生体組織である
。
【０００９】
　この分子分布計測装置の好ましい態様は，検出対象である化学物質が，金属元素である
。
【００１０】
　この分子分布計測装置の好ましい態様は，検出対象である化学物質が，鉄である。
【００１１】
　本発明の第２の側面は，上記の分子分布計測装置を含む医療システムに関する。この医
療システムは，眼底鏡，細隙灯顕微鏡，眼底カメラ，眼底造影機械，光干渉断層計，共焦
点レーザ走査型検眼鏡，心臓カテーテル検査，血管造影検査，ＰＥＴスキャン，ＭＲＩ，
ｆ－ＭＲＩ，ＣＴ，及びＸ線検査のいずれか１つ以上を含む。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば，生体内の化学物質の分布を測定できる分子分布計測装置を提供するこ
とを目的とする。
【００１３】
　特に本発明は，生体内に含まれる金属元素を測定できる。このため，本発明の装置は，
金属元素の蓄積によって惹き起こされる様々な病態の診断及び治療に有効である。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】図１は，本発明の分子分布計測装置のブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　図１は，本発明の分子分布計測装置のブロック図である。本発明の第１の側面は，分子
分布計測装置に関する。この分子分布計測装置は，近赤外光源１と，照射制御部３と，受
光部４と，分析部５とを有する。
【００１６】
　近赤外光源１は，近赤外線を発生させるための装置である。近赤外線光源は，公知であ
る。したがって，公知の近赤外線光源を適宜用いることができる。近赤外線の例は，波長
が７７０ｎｍ，８０８ｎｍ及び８５４ｎｍの光である。これらの波長は，生体内の金属イ
オンと反応する。これらの波長の光を用いることで，生体内の金属イオンが分布する様子
を的確に把握することができる。
【００１７】
　たとえば，対象組織に鉄イオンが存在したとする。鉄イオンは，７５６ｎｍ付近に吸光
ピークが存在する。このため，たとえば，７７０ｎｍの光を照射した箇所に，鉄イオンが
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存在すれば，この鉄イオンに７７０ｎｍの光が吸収される。このため，鉄イオンが存在す
る部分と存在しない部分では，反射光又は透過光の強度が大きく異なる。この現象を利用
すれば，様々な金属イオンに関する生体分布を把握できる。このように，本発明の装置の
検出対象の例は，酸化ヘモグロビン，非酸化ヘモグロビン，フェリチン，へモジデリン，
ミオグロビンや，鉄および他の金属元素や，鉄および他の金属元素が結合しうる分子であ
る。
【００１８】
　対象組織２は，生体内における様々な細胞及び組織である。対象組織２の例は，生きて
いる生物における生体組織である。対象組織２の例は，眼底における生体組織である。本
発明の装置は，目に関連する化学物質の分布を把握できるので，眼科系疾患を分析及び把
握できる。
【００１９】
　照射制御部３は，近赤外光源１から出射される近赤外線が照射される対象組織２の位置
を制御するための装置である。照射制御部３は，近赤外線が照射される対象組織２の位置
を把握する。照射制御部３の例は，サーモグラフィ装置である。すなわち，近赤外線が照
射された対象組織２は温度が上昇する。よって，生体の温度を測定することで，生体の形
状及び対象組織の位置を把握できる。また，照射制御部３は，近赤外線の照射方向と，対
象組織２を有する生体の形状とを把握しており，照射位置を演算処理により求めるもので
あってもよい。
【００２０】
　受光部４は，近赤外光源１から照射され，対象組織２から反射した光，又は対象組織２
を透過した光を受光するための装置である。受光部４の例は，ＣＣＤカメラである。ＣＣ
Ｄカメラは，カラーＣＣＤであっても白黒ＣＣＤであってもよい。
【００２１】
　分析部５は，照射制御部３から対象組織２の位置に関する情報を受け取るとともに，受
光部４から受光した光に関する情報を受けとり，対象部位２における化学物質の分布を把
握するための装置である。
【００２２】
　本発明の第２の側面は，上記の分子分布計測装置を含む医療システムに関する。この医
療システムは，眼底鏡，細隙灯顕微鏡，眼底カメラ，眼底造影機械，光干渉断層計，共焦
点レーザ走査型検眼鏡，心臓カテーテル検査，血管造影検査，ＰＥＴスキャン，ＭＲＩ，
ｆ－ＭＲＩ，ＣＴ，及びＸ線検査のいずれか１つ以上を含む。このシステムは，本発明の
分子分布計測装置を併用することで，従来の分析装置における分析結果に加えて，本発明
の分子分布計測装置による分析結果をも得ることができる。
【産業上の利用可能性】
【００２３】
　本発明は医療機器の分野にて利用されうる。
【符号の説明】
【００２４】
　１　近赤外光源
　２　対象組織
　３　照射制御部
　４　受光部
　５　分析部
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